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滋賀県内における遺跡出土の石臼
一集成と地域的特徴の把握一

1. はじめに

日本における石臼の研究の先駆者である三輪茂雄氏が，

滋賀県米原市曲谷の石臼について紹介してから今年で41年

目になる(三輪1975a)。氏は，近・現代の石臼を精力的

に研究したが，遺跡から出土する石臼についても注目し，

いくつかの資料を紹介するとともに，その用途についても

言及している(三輪1975b)。その後1980年代から現在に

かけて，滋賀県内では多くの発掘調査がおこなわれ，調査

報告書においても，石臼が掲載される機会が増加している。

それをうけて，集成作業も 2田おこなわれている(伊吹町

教育委員会1994.圏分1997)。

間分政子氏によって集成作業がおこなわれてからすでに

18年あまりが緩過し，現在にいたるまで資料数が増加し続

けているが，集成作業はおこなわれていない。これまでに

筆者は，妙楽寺遺跡および膳所城遺跡出土の石臼の資料紹

介をしてきた(加藤2015a.2015b)。しかしながら，滋

賀県内における出土資料の全体像を把握するにはいたって

いない。出土資料の把握は，今後の石臼研究を進めていく

うえで土台となる基礎的作業である。

本論の第lの目的は，現時点での出土事例に対する集成

作業をおこない，地名表を作成し，出土資料の現状把握を

試みることである。さらに，先行研究を参考として，形態・

素材に関する属性を設定し，それらを概観することで，滋

賀県の地域的な特徴をつかむことが第2の目的である。

2. 集成の方法と条件

方法集成作業は潜賀県内の発掘調査報告書を対象とし，

掲載されている実測闘・写真図版・記載内容を確認し地名

表を作成した。

石田の定義今回の集成作業をおこなうにあたり，その対

象を定義したい。我が国において. I石臼Jの諮が指す対
象は複数ある。①鉢型をし，杵を用いて対象を掲きつぶす

石臼と，②2個の円筒形の部品を組み合わせ，回転運動に

より対象を磨りつぶす石臼である。本稿では，②を対象と

する。文章のみで石臼と記載されている資料については，

形態の記載などから明らかに①と判断できるものについて

地名表に追加した。判断できないものは除外した。

器種 ②の石臼には抹茶を製造する臼と，穀物などを製粉

する臼とがある。報告書では，前者が石臼もしくは茶臼と

よばれ，後者にたいしては磨り臼・粉ひき臼・石臼など様々
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は，出来る限り実見したうえで地名表に記載したが，時間

の都合上，実見できなかった資料については，報告書に掲

載されている実測図・写真・資料についての記載内容を確

認して記載した。実測図・写真と資料についての記載内容

に明らかな翻額が認められる場合には，筆者の判断により

これを修正した。また資料を実見して記載と魁叡が認めら

れる場合もこれを修正した。

3. 属性の設定(図1・2)

形態に関する属性を設定するにあたり，参考としたのは

三輪氏と高橋}I頂之氏及び筆者による先行研究である(三輪

1975b.伊吹町教育委員会1994.加藤2015b)。茶臼・石

臼の模式図と各部分の名称は図1に示した。設定した各部

位の名称と属性については，図2に示す。

共通の属性 上・下臼で共通する属性として，分画数・副

溝の本数を設定した。分画数は，磨り合わせる面に刻まれ

る主溝(臼の中心から放射状にのびる溝)により分割され

る区画で，区画の数を数えた。破片の場合，主溝により等

分されていると仮定したうえで推定した。副溝は分割され

た区画ごとに主溝に並行するように彫られる溝で，区画ご

と本数を数えた。

上臼の属性 上臼に固有の属性として，挽き木の取り付け

方法・供給口の平面形・くぼみの形態・芯捧受けの形態を

設定した。挽き木の取り付け方法は，側面に穴をあけてL

字型の挽き木を側面から打ち込み画定する f横打ち込み式J
と，側面に溝を彫り，側面にタガを締めたうえで上から打

ち込む「タガ締め式Jの2種を設定した。供給口の平面形
は，供給口を上から見た場合の平面形で，円形(正円形・

楕円形)と方形(正方形・長方形)を設定した。上臼上面

のくぼみは，断面形で3種を設定した。縁から供給口に向

かつて緩やかにくぼむ「浅い皿形J.縁から下るラインと底

のラインの交わる点が角になる「段のある皿形J.供給ロに
向かつて漏斗のように深くくぼむ「漏斗形Jである。芯棒受
けの形態は，次の3種を設定した。断面形が「長方形・台

形jになるものと，断面形が「三角形jになるもの，上面か

ら下面まで貫かれる「貫通形Jである。

下臼の属性 下臼は，下聞の加工の状態に注目して3穏を

設定した。下面を皿状にくぼませる加工をおこない，断面

形が三三角形に近似する「断面三角形J.下面をくぼませかっ

縁を大きく削り落す[断街下に凸J.下面をほとんどくぼま

な呼称が用いられており，統一はされていないのが現状で せないため，断面が長方形に近似する「断面長方形Jである。

ある。本稿では前者を茶臼，後者を石臼と呼ぶことにし， 芯棒穴が貫通していないものは「不貫通形Jとした。
この2種類の器種を対象として集成した。対象となる資料 石材の属性石材については，出来る限り資料を実見し肉
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眼観察によって石材の種類を確認した。実見できなかった

資料については報告書の記載をそのまま用いた。これまで

に報告されている，花商岩・石英斑岩(1)を設定し，それ

以外の石材はその他とした。その他の石材のうち，その穏

類が分かるものは略して記載した。

4. 集成結果の概要(関3，表1)

出土点数地名表を表1に示す。現時点で滋賀県内では54

遺跡， 199点の出土資料が確認できた。うち茶臼は33点，

石臼は166点 (2)であった。細片化しているものが多く，完

形品は極わずかである。

遺跡・遺構 出土する遺跡は城跡・城館跡・寺院跡・集落

跡が多い。時期は室町時代~明治時代までと幅広いが，室

町時代~安土桃山時代のものが多い。出土遺構は，土坑・

掘立柱建物跡の柱穴・溝跡・井戸跡・石組・石垣・石穣み

などがあり破片を廃棄・転用したものが多い。米原市石日

生産遺跡 (53)では，完形品2点のほか，原石(素材)・

未製品・失敗品をあわせて， 117点が出土している。生産

地ならではの出土点数といえる。なお，素材・来製品・失

致品については設定した属性が適用できないため地名表に

は記載しなかった。

分布の傾向 分布の状態を図3に示す。県下全域から出土

している。 県東部，なかでも平野部の琵菅湖に近い遺跡に

偏る傾向がある。 1遺跡からの出土点数が10点未満の遺跡

が大半を占めるなかで， 10点を超える出土が認められる。

彦根市妙楽寺遺跡 (12)のほか，彦根市佐和山城跡 (10)・

彦根市肥旧城跡 (13)・大津市関津遺跡 (46)などである。

現時点で把握できる点のみ述べる。

{上臼]上臼の挽き手の取り付け方法は横打ち込み式のみ

である。挽き木の台座文様が残存している例は佐和山城遺

跡(10)の上白(No.47)・光明寺遺跡(36)の上臼(No.142)・

膳所城下町遺跡 (48)の上臼 (No.184)である。佐和山

城遺跡の資料は菱形と推定され，他は子持ち菱型(菱形の

なかにさらに相般の菱形をつくるもの)である。芯棒穴は

供給口を兼ねており，残存しているものは全て円形で，上

面から下箇まで貫通している。なお光明寺遺跡出土品には

塗布された黒漆が側面と上面に残存している。

【下日】下臼については，細片となっている資料が大半で

あるが，いずれも受けlIllを作りつけている。特に受け血の

縁部分の破片が出土する例が多く認められる。

石臼の形態 166点中，上臼が82点，下臼が82点，不明が

2点であった。石臼生産遺跡の上・下臼の各1点と(No197，

198) ，妙楽寺遺跡出土の下回 (No.68)，ニ町鏡 (41)遺

跡の上自 (No.199)，関津遺跡の上臼 (No.175)以外は，

すべて破片資料である。

[上自]挽き手の取り付け方法はタガ締め式と横打ち込み

式の2種類である。タガ締め式は23点，横打ち込み式は2

点で，タガ締め式が多くを占める結果となった。

上田上牧遺跡 (43)の資料 (No.159)は， 3カ所挽き

木を取り付けた痕跡があり，横打ち込み式で2カ所，タガ

締め式で1カ所である。横打ち込み式の穴は，それぞれ高

さと位置が異なり，少なくとも l聞は付け替えられている。

タガ締め式の潜はこれらの穴とは別の位援に設けられてい

る。切合わないため，先後関係は不明である。また，関津

遺跡の資料 (No.l72)でも， 1個体の中で両者が認めら

れた。

タガ締め式の資料のうち関津城遺跡の資料 (No.175)

では対角位置に2カ所設けている。滋賀県において，異な

る取り付け方法の痕跡が併存する石臼と，対角位震に挽き

ヌドを取り付ける溝を設ける石臼の報告例は以前にはなかっ

た。

供給口の形態は，楕円形が25点，長方形が10点で，楕

円形が多い。上箇のくぼみは，浅い皿形が58点，段のある

血形が7点，漏斗形が10点で，浅い血型が多くを占めた。

芯棒受けの断面形は，長方形・台形が18点，三角形が10

点で，貫通が2点あり，長方形が多い傾向があった。

{下臼】下自については，断面三角形が28点，断面下に凸

が5点，断面長方形が44点である。断面長方形の物が多い

傾向があった。なお，石臼生産遺跡出土の下白(No.198)は，

芯棒穴を下面まで貫通させないものが認められた。

5. 臼の形態について(菌4)

分画数・副;誇 取り扱った資料の大半は破片資料であるた

め，各属性について読み取れるもののみ集計した。まず，

茶臼・石臼に共通する分菌数・酎溝について述べる。

【分画数]分画数は8分画が38点， 7分間が1点， 6分画

が6点であった。 8分闘が主体である。わずかに 7・6分

闘に推定されるものも認められた。また，桜内遺跡 (1)

の上臼 (No.1)の主溝の彫り方は通常の 8分商とは異な

っていた。図4に桜内遺跡出土の石臼と，分画の模式図を

示す。この石臼の主溝は，明らかに臼の中心から外れてお

り，主溝は中心に向かうのではなく，芯棒受けの円周に外

接するように彫られている。このような例は，地蔵遺跡(28)

の上臼 (No.123~ 125)にも認められた。

{酎溝}副溝については， 1個体中でもその本数に揺があり，

ぱらつきが大きく集計できなかった。

つぎに，茶臼・石臼について上・下臼の別にその形態に

ついて述べる。 6. 使用石材

茶日の形態 33点の資料中，上臼が 9点，下日が23点， 茶臼 茶臼については実見しておらず全て報告書に記載さ

不明が1点であった。すべての資料が，細片化しているた れている内容をそのまま用いている。その結果， 6種類の

め，何らかの特徴を見出すことはできなかった。そのため， 石材が認められた。花樹岩l点，関緑岩4点，安山岩3点，

ハ叶υつ山
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滋賀県内における遺跡出土の石臼(加藤達夫)

AI 

。 、、S=1/5 20cm 

A' A 

B 

通常の8分画

、... -

外接する 8分画

B 

図4 桜内遺跡出土の石臼と模式図

砂岩3点・湖東流紋岩(溶結凝灰岩) 1点・勿谷石(火山

磯凝灰岩) 1点 (3)である。

石臼 石臼については一部実見した。使用されている石材

は，花縄岩が112点，石英斑岩(花街斑岩を含む)が8点，

湖東流紋岩(溶結凝灰岩)が2点，流紋岩と推定される物

が2点，安山岩・花関関緑岩・アプライトが各1点である。

7.見いだされた地域的特徴

事例の増加 集成作業により茶臼・石臼ともに資料数が大

幅に増加した。先述の閤分氏による1997年の集成時点で

64点(4)であるから.18年間あまりで約3倍に増加している。

分布の傾向に大きな変化はなく，県東部に偏在する傾向に

変化はなかった。また. 1遺跡あたりの出土点数が10点を

超える遺跡も，妙楽寺遺跡のほかに，佐和山城跡・肥田城

跡・関津遺跡が加わり 4遺跡となった。生産地である米原

市曲谷の石日生産遺跡の資料群を除けば，治費地にあたる

遺跡で. 1遺跡当たりの出土点数が10点を超える遺跡が複

数存在することは消費地について考えるうえで注目され

る。

分画数にみる特徴 分画数については. 8分臨が主体を占

める。これは，三輪氏による，近畿地方では8分画が優勢

であるという指摘(三輪1975b)に沿うものであり，滋賀

県の地域的な特徴として首肯できる。また，芯棒穴に外援

するように主溝が彫られる臼は五輪氏によって既に報告さ

れている(三輪1975b)。このタイプの主溝の刻み方が滋

賀県において見いだされたことは，新たな知見である。た

だし，このような溝を彫った場合，どのような機能的な意

味があるのかについては不明で、ある。

茶臼の特徴 茶臼の形態については上・下臼ともに出土点

数が少なく，すべてが破片であるため，残念ながらこれと

いった地域的な特徴を見出すことは困難であった。あえて

挙げるならば，台康文様が菱型もしくは子持ち菱型であっ

たことである。

石臼の特徴 石臼については，形態的な特徴として，以下

「

Dqu 



滋賀県内における遺跡出土の石臼(加藤達夫)

の5点を挙げることができる。

<I挽き木の取り付け方法はタガ締め式が主体横打ち込み

式の石臼が出土した遺跡は関津遺跡と上田上牧遺跡のみで

あり，かつ，これらの横打ち込み式の臼にはタガ締め式が

併用されていた。これらから，横打ち込み式は滋賀県内で

は客体的な存在であり，タガ締め式が滋賀県での主流であ

ったと，現時点では考えられる。また，一個体に複数の挽

き木を取り付けた例がみられたことも新たな知見である。

②上田上阪のくぼみは浅い皿形が主体 浅い皿形のくぼみ

は，曲谷臼の特徴のーっとして挙げられている(三輪

1975a)。しかし，この特徴を持つ石田は，出土点数も多

く分布範囲も広いことから，県内では普遍的といえる。さ

らに，漏斗形のくぼみをもっ石告が見いだされたことは新

たな知見である。このくぼみは，湿った素材を製粉する臼

に見られるものである。たとえば，豆腐を製造する工程の

吸水した大立をすり潰す際に用いる石臼には，漏斗形のく

ぼみをもつものがある(三輪1975b)。製粉対象の乾燥状

態の違いにより使い分けられていた可能性を示唆してい

る。

③供給口の形態は方形と円形が混在長方形の供給口は，

曲谷産の石自の大きな特徴であるとされ，その後の高橋氏

の石臼生産遺跡の研究によってもそれは追認されている。

(三輪1975a，伊吹町教育委員会1994)。今回の集成作業

でも両者が確認できた。円形の供給口が多い傾向がある。

③芯棒受けには受け呉がつく可能性がある 小谷城出土の

石臼で芯棒受けの金呉の存在が推定されている(伊吹町教

育委員会1994)。この石臼 (No.4)の芯棒受けの断面は長

方形である。筆者が実見した妙楽寺遺跡の上臼 (No.58)

も断面が長方形であり，芯棒が接する部分に回転による磨

滅が認められなかった。おそらくこれにも何らかの受け具

が装着されていた可能性がある。これに対して，金具が存

在しない可能性がある石田もある。吉地大寺遺跡 (35)出

土の石臼 (No.139・140)がそれで，芯棒受けの穴の径が

小さく，断面形が三角形に近い。筆者は断面が台形・長方

形の芯棒受けには，何らかの受け具が使用されていたと推

定している。金具(木製である可能性もある)は腐食によ

り脱落・消滅するため残らない場合が多い。そのため，よ

り慎重な検討が必要だが，芯棒受けにキャップ状の金具を

はめて使用する場合もあったと思われる。また，石臼で，

茶臼と同様に芯棒穴が上面から下留まで貫通している物

が， 2点あった。現時点ではこれらの資料の芯棒穴が，摩

耗によって貫通したのか意図的に貫通させたのかは不明で

ある。

⑤下臼下回の加工 下臼については，下面をくぼませる加

工をおこなう例と，おこなわない例とに大きく分かれた。

現時点では調者の分布は入り混じっており，両者は併存し

ている。

石材 石材についても，いくつかの新たな知見が得られた。

[勿谷石]なかでも，茶自に用いられている勿谷石が注目

される。勿谷石は福井県福井市の足羽山周辺で採掘される

火山磯凝灰岩で(瓜生2015)，滋賀県内では産出しない岩

石である。越前では様々な製品が制作され，滋賀県にも搬

入されている。高橋氏によって滋賀県内に越前産の石臼が

搬入されていることはすでに推定されている(伊吹町教育

委員会1994)。敏満寺遺跡から出土した茶臼は勿谷石製で

あり，この推定を裏付けるものである。また，茶臼には関

緑岩・安山岩・砂岩などの多様な石材が用いられている。

これらは県外からの搬入品である可能性が高いが，資料数

が少なく，実見していない現時点では産地に関して言及で

きる段階にはない。

[花闘岩】石臼については，花掲岩を多く用いる傾向が認

められた。花樹岩製の石臼が県下全域に分布し，その分布

にも偏りがないことからも裏付けられる。

【石英斑岩}花騎岩に次いで多い石材は石英斑岩である。

筆者が資料紹介をした妙楽寺遺跡の石臼2点にも用いられ

ていたが(加藤2015a)，実見の結果，少なくとも狛氏館

遺跡 (5) .関津遺跡の石臼にも石英斑岩が用いられているこ

とが分かった。そのほかにも，浄土屋敷・吉地大寺遺跡で

類する石材製の石臼が報告されている。したがって，この

石材の石臼の分布は面的な広がりをもつようである。

8.おわりに一今後の課題

本論の集成作業によって，報告書に記載されている資料

についてはおよそ網羅できたが，筆者の力不足により遺漏

した資料や新出の資料は，今後追加し地名表を改定してい

きたい。

滋賀県内の遺跡から出土する茶臼については，資料数が

不足しており，現時点で何らかの特徴を見出すことはでき

ず，資料数の増加を待ち再度検討する必要がある。

石臼については，属性を設定したうえで集計し，上自の

挽き木の取り付け方法・供給口の平沼形・上面のくぼみの

形態・芯棒受けの構造，下自の下面の加工について，特徴

を挙げた。しかしながら，属性の設定方法についても検討

の余地がある。今回設定した属性が，地域性を見出すため

に適切であるか否かの検討も必要であろう。

また，滋賀県の地域的な特色をより明確にするためには，

同様の集成作業と集計を周辺地位である京都府・福井県・

岐阜県・三重県等の資料群についても，おこなう必要があ

る。この点も今後の検討課題として残った。

石臼に用いられる石材は，地域により好まれる石材が異

なり，産地について検討する上で重要な属性である。今回

の集成ではき5谷石製の茶臼が見出せたことで，越前からの
茶臼の搬入を裏付けることができた。花隠岩製の石臼が非

常に多いことも，滋賀県の特徴であると指摘できたが，滋

賀県で産し，石造物などに利用される湖東流紋岩(溶結凝

灰岩)や石英斑岩などの石材の利用率が低い理由につでも

円。
つd
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説明が必要である。石英斑岩については筆者が妙楽寺遺跡

の資料紹介をおこなった時点では，その分布は点であった

が，今回の集成により面としての広がりを確認することが

できた。今後，石材の実見をさらに行えばより詳細な分布

範囲をえられ，生産地の推定ができる可能性がある。

本論では，集成作業をおこない，現状把握ができたこと

は一つの成果といえる。しかしながら，滋賀県の特色につ

いては，属性を設定して形態的な特徴を挙げるにとどまり，

検討課題も多く残った。今後は他地域の資料についても集

成作業をおこない，比較検討することで課題に対する答え

を見出したい。

〔イす記〕本稿執筆にあたっては，阿万弘史氏から御教示を

得るとともに，鈴木康二氏には資料実見の御便宜をはかっ

ていただいた。いずれも記してお礼申し上げる。

設

(1)前稿(力日藤2015a)では花街斑岩・石英斑岩を混用したが，本

稿では石英斑岩で統ーした。また，前稿では，黒雲母花関岩とし

たが，本稿では花商岩で統ーした。

(2)肥田城遺跡出土の石臼 (No.72)は，報告書の記載によると複

数点が出土したことがうかがえる。しかし，実浪IJ図が掲載されて

いないために，やむを得ず1点として扱った。それゆえ，石臼の

総点数は199点を超える。

(3)滋賀県埋蔵文化財センター何万弘史氏からご教示いただいた。

(4)彦根城からは，石製のミニチュア石臼が出土している(圏分

1997)。しかしながら，この資料は用途・サイズが大きく異なる

ため地名表には記載しなかった。

(5)整理調査の段階で，担当者であった鈴木康二氏のご厚意によ

り実見させていただいた。
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財団法人滋賀県文化財保護協会 (1991) ~滋賀文化財だより 1

NO.156 

滋糞県教育委員会 (1971) ~観音寺城跡整備調査報告書』

滋賀県教育委員会 (1995) ~特別史跡安土城跡発掘調査報告書5]

滋賀県教育委員会 (1996a) ~特別史跡安土城跡環境整備事業概要

報告書殴』

滋賀県教育委員会 (1996b) ~特別史跡安土城跡発掘調査報告書6]

滋賀県教育委員会 (1997) ~特別史跡安土城跡環境整備事業概要報

告書1v]

滋賀県教育委員会 (1973) ~国道8号長浜バイパス関連遺跡発掘調

査報告書日』

滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県文化財保護協会 (1983) ~新庄

城遺跡・正殿寺南遺跡・針江中遺跡・針江北遺跡発掘調査概要] (国

道161号線バイパス関連遺跡調査概要(昭和57年度)3) 

滋賀県教育委員会・財問法人滋賀県文化財保護協会 (1986) ~葉山

川改修工事に伴う栗東町久徳家墓地遺跡発掘調査報告書』

滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県文化財保護協会 (1987) ~塔中

川荒廃砂防工事に伴う宝持坊遺跡発掘調査報告書』

滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県文化財保護協会 (1988a) ~字

曽JI!災害復旧助成事業に伴う肥田城遺跡発掘調査報告書』

滋賀県教育委員会・財開法人滋賀県文化財保護協会 (1988b) ~敏

満寺遺跡発掘調査報告書』

滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県文化財保護協会 (1989a) ~学

欝JII災害復旧助成事業に伴う妙楽寺遺跡ill]

滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県文化財保護協会 (1989b) ~桜

内遺跡] (北陸自動車道関連発掘務査報告書XI)

滋賀県教育委員会 (1990) ~尼子酋遺跡2] (ほ場整備関係発掘調査

報告書XXV-2)

滋賀県教育委員会・財閥法人滋賀県文化財保護協会 (1991) ~新庄

城遺跡] (一般国道161号(高島バイパス)建設に伴う新旭町内

遺跡発掘調査報告書1I)

滋賀県教育委員会・財包法人滋賀県文化財保護協会 (1992) ~錦織

遺跡近江大津宮関連遺跡ー』

滋賀県教育委員会 (1993) ~慈恩寺・金鮒寺遺跡] (県営かんがい

排水事業関連遺跡発掘調査報告書lX-4)

滋袈県教育委員会・財団法人滋賀県文化財保護協 (1994) ~後JII遺

跡・高木遺跡・八甲遺跡] (ほ場関係遺跡発掘調査報告書XXI

9) 

滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県文化財保護協会 (1997) ~正楽

ミ予選跡] (正楽寺谷荒廃砂防工事事業に伴う発掘調査報告書)

滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県文化財保護協会 (1998) ~上回

上牧遺跡I](ほ場関係遺跡発掘調査報告書XXV-1)

滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県文化財保護協会 (1999) ~後川

遺跡1I] (1県道下豊浦鷹飼線道路改良工事に伴う発掘調査報告書)

滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県文化財保護協会 (2000) ~上回

上牧遺跡直] (ほ場関係遺跡発掘調査報告書27“2)

滋安県教育委員会・財閥法人滋賀県文化財保護協会2002~敏満寺

西遺跡] (ほ場整備事業関係遺跡発掘調査報告書29-2)

滋賀県教育委員会・財包法人滋賀県文化獄保護協会 (2003) ~上平

寺南館遺跡・寺林遺跡] (中山間地域総合整備関係遺跡発掘調査



滋賀県内における遺跡出土の石臼(加藤達夫)

報告書2)

滋賀県教育委員会・財包法人滋賀県文化財保護協会 (2004) ~敏満

寺遺跡] (名神高速道路(多賀サービスエリア)改良事業に伴う

発掘調査報告書)

滋賀県教育委員会・財部法人滋賀県文化財保護協会 (2005a) ~膳

所城下町遺跡] (滋賀県立膳所高等学校校舎など改築工事に伴う

発掘調査報告書)

滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県文化財保護協会 (2005b) ~里

井B遺跡] (日野川I広域河)I[改修工事に伴う発掘調査報告書)

滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県文化殿保護協会 (2005c) ~中

畑遺跡ll] (草津川改修事業ならびにE草津)I[放水路建設事業に伴

う発掘調査報告書V誼)

滋賀県教育委員会・滋賀県文化財保護協会 (2007)~総持寺遺跡] (都

市計闘道路長浜駅宮司七条線緊急地方選路整備事業に伴う発掘調

査報告書)

滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県文化財保護協会 (2008) ~高野

城遺跡] (近畿自動車道名古屋神戸線建設事業に伴う発掘調査報

告書3)

滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県文化財保護協会 (2009a) ~肥

白域遺跡Is(ほ場整備関係(緩営体育成基盤整備)遺跡発掘調

査報告書36-1)

滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県文化財保護協会 (2009b) ~野

村北遺跡・小山遺跡・陣屋遺跡] (ほ場整備関係(経営体育成基

盤整備)遺跡発掘調査報告書36-2)

滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県文化財保護協会 (2010) ~肥田

城遺跡・肥田西遺跡・鶴田遺跡] (ほ場整備関係(経営体育成基

盤整備)遺跡発掘調査報告書37-1)

滋賀県教育委員会・財包法人滋賀県文化財保護協会 (2012) ~清滝

寺遺跡・能仁寺遺跡] (能仁寺川通常砂防工事に伴う発掘調査報

告書)

滋賀県教育委員会・公益財団法人滋賀県文化財保護協会(2013a)~佐

和山城跡] (中山間地域総合整備関係遺跡発掘調査報告書3-3)

滋賀県教育委員会・公益財団法人滋賀県文化財保護協会(2013b)~浄

土屋敷遺跡ll] (ほ場整備関係(経営体育成慕盤整備)遺跡発掘

調査報告書40ω1)

滋賀県教育委員会・公益殿毘法人滋賀県文化財保護協会 (2014)~清

滝寺遺跡能仁寺遺跡ll] (能仁寺)I[通常砂Iifj工事に伴う発掘調査

報告書2)

滋賀県教育委員会・公益財閲法人滋賀県文化財保護協会(2015a)~松

原内湖遺跡阻] (琵琶湖流域下水道事業(東部浄化センター増設

工事)に伴う発掘調査報告書盟)

滋賀県教育委員会・公益財団法人滋賀県文化財保護協会(2015b)~狛

38 

氏館遺跡] (ほ場整備関係(経営体育成基盤整備事業)遺跡発掘

調査報告書42)

滋賀県教育委員会・公益財団法人滋賀県文化財保護協会(2015c)~関

津遺跡2] (恩道422号道路改築事業に伴う発掘調査報告書)

滋賀県立安土城考古博物館 (2014) ~平成25年春季特別展しのぎ

をけづり，鍔をわり市近江の城，信長とかく戦えり』

高島市教育委員会・財団法人滋賀県文化財保護協会 (2010) ~西万

木遺跡] (高島市文化財調査報告書第四集)

多賀町教育委員会 (2003) ~檎崎古墳群] (多賀町埋蔵文化財発掘

調査報告書第四集)

多賀町教育委員会 (2008) ~敏満寺遺跡] (多賀町埋蔵文化財発掘

調査報告書第四集)

中主町教育委員会 (1988)~光明寺遺跡第15次発掘調査報告書] (中

主町文化財調査報告書16集)

彦根市教育委員会 (2012) ~ーツヤ遺跡Iß(彦根市埋蔵文化財調

査報告書第52集)

秦荘町教育委員会 (1986) ~島)1[遺跡発掘調査概要報告書(事業名

大間寺・他遺跡発掘調査)] (秦荘町文化財調査報告書第3集)

東近江市教育委員会 (2007) ~百斉寺遺跡発掘調査報告書] (東近

江市文化財誠査報告書第2集)

東近江市教育委員会 (2010a) ~高野遺跡・高野館遺跡] (東近江市

埋蔵文化財調変報告書第9集)

東近江市教育委員会 (2010b)~地蔵遺跡 (1次)・五個荘堂回遺跡 (10

次)・猪子遺跡 (1-2次)・斗西遺跡 (25次)・千里遺跡 (3次)] (東

近江市埋蔵文化財調査報告書第15集)

三輪茂雄 (1975a)I挽き臼の形態と目の刻みについてJ~民俗文化J

144.滋賀民俗学会

三輪茂雄 (1975b) ~石臼の謎一産業考古学への道一』産業技術セ

ンター

守山市教育委員会 (2012) ~欲資南遺跡発掘調査報告書』

野洲市教育委員会 (2004) ~1999年埋蔵文化財調査年報』

野洲市教育委員会 (2005) ~野々宮遺跡発掘調査概要i

竜王町教育委員会 (2015)~竜王町内遺跡発掘調査概要報告書平

成24.25年度] (竜王町埋蔵文化財発掘誠査報告書第14集)

挿図・表典拠

図1・2 加藤作成。

図3 伊吹町教育委員会1994を参考に加藤作成。

図4 加藤が実測・トレースして作成。

表1 加藤作成。

(かとう たつお:滋賀県埋蔵文化財センター)
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